
平成 24 年度 清和大学 教員免許更新講習会 シラバス 

開 講 日 平成 24 年 9 月 22 日（土） 講 習 時 間 9:00～10:30 講 義 室 1109 教室 

開 講 区 分 必修：教育の最新事情に関する事項 科 目 名 学校における危機管理上の課題 Ⅰ 

担当講師名 宝剱 純一郎 所 属 清和大学 時 間 数 1時間 30分 形 態 講 義 

講 習 概 要 教育現場での情報化と情報セキュリティ 

到 達 目 標 教育現場で日常的に情報セキュリティをふまえたコンピュータやネットワークの利用 

講 習 内 容 

 パスワードを管理する（ユーザ認証） 

 データを暗号化する（共通鍵方式と公開鍵方式） 

 外部からの不正アクセスやウィルスを防ぐ（ファイアウォール） 

 迷惑メールを受信しない 

 新型の悪意あるソフトウェア（スパイウェア、フィッシングなど） 

 内部からの不正アクセスやウィルスを防ぐ（検疫ネットワーク） 

 組織の情報セキュリティに対する方針を掲げる（セキュリティポリシー） 

 セキュリティに関する情報を収集する（セキュリティに関する調査･報告機関） 

評 価 方 法 筆記試験による 

履修上の注意 必要に応じて、ビデオの上映や PC 教室での演習を行います 

 



平成 24 年度 清和大学 教員免許更新講習会 シラバス 

開 講 日 平成 24 年 9 月 22 日（土） 講 習 時 間 10:40～12:10 講 義 室 1109 教室 

開 講 区 分 必修：教育の最新事情に関する事項 科 目 名 学習指導要領の改訂の動向等・法令改正及び国の審議会の状況等 

担当講師名 小松 伸之 所 属 清和大学 時 間 数 1時間 30分 形 態 講 義 

講 習 概 要 学習指導要領改訂の要点、教育を取り巻く現在の状況 

到 達 目 標 新学習指導要領総則の要点について理解できる。現在の教育政策と世論の動向について理解できる。 

講 習 内 容 

 

社会情勢の変化の中で、教育への期待は移り変わっていく。しかしながら子どもを育むという教育の営み自体が変わるわ

けではなく、不易と流行の両面から教育を捉える必要がある。本講義では、新学習指導要領において堅持される「生きる

力」と、「活用力」をはじめとして現在求められている学力観を中心に、教育及び教員の置かれている現況を確認してい

きたい。 

具体的には、新学習指導要領の総則を中心に検討することでその理念を理解し、学校現場における対応を考えていく。同

時に、教育基本法の改正をはじめとする教育法規に関する状況や、教育及び教員に関わる現在の審議の動向、教育に対す

る世論の実態についても取り上げることで、「教育の最新事情」を概観していく。 

 

評 価 方 法 筆記試験による 

履修上の注意 「新学習指導要領」の総則を一読し、当日持参してください。 



平成 24 年度 清和大学 教員免許更新講習会 シラバス 

開 講 日 平成 24 年 9 月 22 日（土） 講 習 時 間 12:50～14:20 講 義 室 1109 教室 

開 講 区 分 必修：教育の最新事情に関する事項 科 目 名 子どもの生活の変化を踏まえた課題Ⅰ 

担当講師名 橋口 武信 所 属 清和大学非常勤講師 時 間 数 1時間 30分 形 態 講 義 

講 習 概 要 ひとりひとりの児童・生徒の理解を深める学校教育相談の方法 

到 達 目 標 学校教育相談の方法について理解を深める 

講 習 内 容 

・現代の児童生徒の精神的環境について 

・児童生徒の問題行動の背景について 

・学校教育相談概説 

・カウンセリングマインドを活かした問題行動への対応について 

評 価 方 法 筆記試験による 

履修上の注意 特になし 



平成 24 年度 清和大学 教員免許更新講習会 シラバス 

開 講 日 平成 24 年 9 月 22 日（土） 講 習 時 間 14:30～16:00 講 義 室 1109 教室 

開 講 区 分 必修：教育の最新事情に関する事項 科 目 名 各種課題に対する組織的対応の在り方 

担当講師名 橋口 武信 所 属 清和大学非常勤講師 時 間 数 1時間 30分 形   態 講 義 

講 習 概 要 学校教育の効果を高める地域及び諸機関・団体との連携の在り方について 

到 達 目 標 地域及び諸機関・団体の持つ教育機能を理解し、連携の在り方を理解する 

講 習 内 容 

・人格形成と教育について 

・地域や諸機関、団体の教育機能について 

・意図的、計画的、組織的、継続的な連携の方法について 

 

評 価 方 法 筆記試験による 

履修上の注意 特になし 



平成 24 年度 清和大学 教員免許更新講習会 シラバス 

開 講 日 平成 24 年 9 月 29 日（土） 講 習 時 間 9：00～10：30 講 義 室 1109 教室 

開 講 区 分 必修：教育の最新事情に関する事項 科 目 名 学校を巡る状況変化・教員としての子ども観、教育観等について 

担当講師名 丸橋 唯郎 所 属 清和大学 時 間 数 1時間 30分 形 態 講 義 

講 習 概 要 混迷する学校教育において有効なアプローチを検討する。 

到 達 目 標 さまざまなペタゴジカル・アプローチ（＝指導方法）を理解する。 

講 習 内 容 

 現代の混迷する学校教育においては、生徒とのコミュニケーション不全が原因で、教師の知識、能力とは無関係のレベ

ルで授業が成立しない場所がある。本講義では、こうした事態に対応すべく、「教師の人間性に依拠しない授業」を構想

してみたいと思う。 

評 価 方 法 筆記試験による 

履修上の注意 現場に精通した受講者との活発な意見交換を期待したい。 



平成 24 年度 清和大学 教員免許更新講習会 シラバス 

開 講 日 平成 24 年 9 月 29 日（土） 講 習 時 間 10：40～12：10 講 義 室 1109 教室 

開 講 区 分 必修：教育の最新事情に関する事項 科 目 名 子供の発達に関する課題 

担当講師名 丸橋 唯郎 所 属 清和大学 時 間 数 1時間 30分 形 態 講 義 

講 習 概 要 LD/ADHD/Asperger’s Disoder/High functioning Autism/などの児童生徒の特徴と対応策を考えてみたい 

到 達 目 標 障害の意味内容を知り、対応策を理解する。 

講 習 内 容 

 石川の報告によれば（石川信一 2006 「子どもの不安障害」『不安障害の臨床心理学』東京大学出版会）、近年の学校教

育においては、上記症例の中でもとくに「不安障害（＝anxiety disorder）に類似した症例を示す児童が多い」という。

本講義では、上記症例の児童生徒の特徴を中心に、さまざまな不安、悩みを抱える児童生徒に対して具体的にどのような

対応策が考えられるか、検討してみたい。 

評 価 方 法 筆記試験による 

履修上の注意 現場を熟知した受講者との積極的な意見交換を期待したい。 



平成 24 年度 清和大学 教員免許更新講習会 シラバス 

開 講 日 平成 24 年 9 月 29 日（土） 講 習 時 間 12：50～14：20 講 義 室 1109 教室 

開 講 区 分 必修：教育の最新事情に関する事項 科 目 名 子どもの生活の変化を踏まえた課題Ⅱ 

担当講師名 下田 正行 所 属 清和大学非常勤講師 時 間 数 1時間 30分 形 態 講 義 

講 習 概 要 望ましい意欲の開発、向上を図る生徒指導のあり方 

到 達 目 標 生徒指導の在り方を検討し理解する。 

講 習 内 容 

（１）知育・情熱・意育 

 

（２）人の意欲を高める指導者 

 

（３）問題は答えを背負って存在している 

 

（４）学級経営の手引き 

評 価 方 法 筆記試験による 

履修上の注意 特になし 



平成 24 年度 清和大学 教員免許更新講習会 シラバス 

開 講 日 平成 24 年 9 月 29 日（土） 講 習 時 間 14:30～16:00 講 義 室 1109 教室 

開 講 区 分 必修：教育の最新事情に関する事項 科 目 名 学校における危機管理上の課題 Ⅱ 

担当講師名 下田 正行 所 属 清和大学 時 間 数 1時間 30分 形 態 講 義 

講 習 概 要 学校災害、交通安全等の学校内外における危機管理上の課題を取り上げる 

到 達 目 標 災害の予防克服能力を育てる指導法を理解する 

講 習 内 容 

（１）学校の危機管理（背景と領域） 

 

（２）学校の危機管理の実際 

 

（３）危機管理体制の整備と地域連携 

 

（４）自らの命は自らで守る態度の育成 

 

（５）積極的危機管理のすすめ 

評 価 方 法 筆記試験による 

履修上の注意 受講者の学校における危機管理マニュアルがあれば持参すること。 

 


